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中学生と高校生における社会的情報処理の比較 1)

一社会的適応の観点からの検討
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Our preViOllS stlldies developed measurements of social information-processing that tapped both the strllctllral 

and qllalitative dimensions of social knowledge and antisocial-speci品ccognitive biases: knowledge structures of 

social rules and self-serving cognitive distortions， respectively. lhe present stlldy examines the adaptability of 

social information-processing in relation to prosocial and antisocial behaviors， focllsing on developmental difFer-

ences. Data were collected from 115 jllnior-high and 172 high school students百lecomparison between jllnior-

high and high school stlldents revealed higher structural indices of knowledge structure and lower indices of cog-

nitive distortions in high school stlldents. Strllctural eqllation日.lodelingsconducted for each sample indicated 

that the structural indices of knowledge structure facilitated the adaptability of social behavior throllgh cognitive 

distortions only in high school students.百lese自ndingssllpported our claim that the strllctural dimensions of 

knowledge strllcture played a signi品cantrole in explaining adaptive social behavior dllr・inglate adolescence 
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近年の青年による社会的問題行動においては，現

代社会の複雑化を背景に，社会的な意味づけがしに

くい，利己的な都合を優先した性質のものが多く見

られるようになった。平成 17年版犯mi白書におい

ても，非行少年の抱える問題の中身が変化しつつあ

ることが少年院教官により指摘されており，“人に

対する思いやりや人の痛みに対する理解力 ・想像力

に欠ける"といった特徴が挙げられている(法務省

法務総合研究所，2005)。

社会的情報処理と社会的行動

問題行動の背景として，利己的な認知のゆがみを

仮定し，その行動を導くフ。ロセスを包括的に説明す

る理論に社会的情報処理アフ。ローチが存在する。同

アプローチでは，個人が周閣の環境から受ける社会

1) 本研究の一部は，日本クツレープ ・ダイナミックス学会第 53回大会において報告された。なお，本研究は， 平成

16年度社会安全研究財団研究助成 (B若手研究助成)の補助を受けて実施された。

2) 本研究の調査の実施にあたり， H県立 N高等学校(現所属 H特別支援学校〕の A.K先生， N市立 M 中学校の

N. S先生の ζ協力をl!思りました。記して感謝の意を表します。
*1 I岐阜聖徳学園大学教育学部

Faculty ofEducation， Gifll Shotokll Gakllen University， 1-1 Takakllwanishi， Yanaizu-cho， Gifll-shi， Gifu 501-6194， Japan 

e-mail: yosizawa@ha.shotokll.ac.jp 

*2名古屋大学大学院教育発達科学研究不|

Gradllate School of Edllcation and Human Development， Nagoya University， Furo・cho，Chikusa-ku， Nagoya-shi， Aichi 464-

8601， Japan 

e-mail: i45563a@nllcc.Cc.nagoya-ll.ac.jp 



吉j翠・吉田:中学生ど高校生における社会的情報処理の比較 ( 123 ) 

的情報を処理する過程において，各ステッ プを紺l分

化し，攻撃行動や社会的不適応行動に至るまでの各

ステップにおける処埋のエラーやバイアスが検討さ

れている(詳細なレビューは Crick& Dodge， 1994)。

情報処理段階を分類する上で，過去経験の内的表象

どして休制化され， I時間の経過とともに社会的知識

を構成するようになる潜在的知識構造(記憶貯蔵，

獲得されたlレーJレ，社会的スキーマなど)ど，より

直接的に行動を規定するオンライン処理(手がかり

の処理，目標分類，反応決定など)どが明確に区別

されている。両者の関連には，潜在的知識構造を

データベースとして各オンライン処理が導かれ，さ

らに潜在的知識構造自体も各オンライン処理からの

フィードパックにより影響を受けるといった循環的

かつ相E的な機能が仮定されている。

社会的情報処理アフ。ローチの先行研究は， 学童期

以前の子どもを主に対象としていたため，状況に依

存した直接的対人相互作用における情報処理のみを

指標化していた。一方で，思春期や青年期以降で

は，状況への依存性が低く ，多様な社会的状況に応

じた柔軟な対応を可能とする高度な情報処理を指標

化する必要がある と考えられる。 したがって， 吉

津 ・吉田 (2004)は，社会的状況を個人の目標を調

整する謀題どしてとらえ直 し，状況に応じて多様な

目標を柔軟に変化させて適用する様態を測定する社

会的Jレールの知識構造測定法を開発している。同じ

く，状況に依存しない，より広範な社会的情報の処

理におけるエラーやバイアスをとらえるための概念

どして，認知的歪出lを測定 している。個人が広範な

社会的生活を円滑に営むために有している認識の枠

組みどしての“社会的jレーjレ"に関する知識が，構

造的， 質的な問題を有することにより，利己的な

?忍知的歪出(を引き起こし，社会的な逸脱行為の

実行可能性を高めるというフ。ロセスモデノレを検討し

ている。

社会的ルーノレどは， Argyle & Henderson (1985)が

提唱した概念であり，個人の認知や行動を規定する

jレーJレが，社会的スキーマの中に“内在化された社

会的lレーlレ"または“個人的jレーlレ" どして組み込

まれたものとして定義されている。広範な社会生活

を円滑に営むうえで，“こうあるべきである"とす

る個人内での規則のありょうを反映しているとされ

る。吉津 ・吉田 (2004)は，社会的Jレー lレの知識梢

造を， }レーjレが構造化されて内在化された程度を示

す構造的側面と， }レーjレの一般的適切性を示す質的

側面の 2{JlIJ面から測定 している。構造的側面は概念

的 ・ 統合的複~~I 性研究に基づく坂元(1 988) の枠組

みそ参考に，桃造の分化度どして/レーjレの独立性，

統合度としてルールの一貫性を指標化している。認

知的歪曲は，逸脱行為に限定した，行為の実行を利

己|灼に肯定する認知の歪みを測定している。大学生

対象のモテソレ分析により，先述したプロセスモデjレ

の妥当 j性を確三宮している。

冒頭で述べたように，社会適応性を予測するうえ

での社会的情報処理アフ。ローチの有効性は， 主に攻

撃行動や犯罪 ・ ~ I:行を中心どした反社会的行動に関

する研究において見いだされてきたいg.，Crick & 

Dodge， 1994)。一方で、，社会的情報処理と適応的な

行動傾向どの関連については，近年児童期を対象に

向社会的行動との関連の検討が始められたばかりで

ある (Dodge& Price， 1994; Nelson & Crick， 1999)。ネ上

会i並i応的な行動を促進する認知的側面への介入の可

能性を模索するためには， 青年期も含めた多様な発

達段階における向社会的行動どの関連を検討するこ

とで， 望ま しい情報処理のあり方に関する知見を蓄

積すべきである。

社会的情報処理の発達的変化

社会的情報処理の発達的変化に関する実証的研究

は少ないが， 一般的に社会的情報処理のパフォ ーマ

ンスを向上させる認知能力は，発達に伴いI菌加する

ことが硝認されている(e.g.，Miller， 2002)。

Crick & Dodge (1994)は， 情報処理における発達

の役割を，認知lスキノレの獲得，処理能力や処理速度

の増加，処理パターンの硬直性の三つにまとめてい

る。知識構造の発達的変化に関しては，加齢とども

に， 子どもは社会的情報への新たな反応方法(戦IIIs

的レパートリー)を獲得す ることが指摘されてい

る。レパートリーの内容に関しても，より有能とな

る一方で嫌悪的ではなくなり， 一般的に適切な内容

どなるとされる。獲得された知識の構造を中心どし

た処理パターンや処理傾向は，その硬直性が強化さ

れる方向に発達的変化を遂げるとされる。ニューラ

jレネットワーク ・モデルから導かれる仮説的説明と

して，社会的相互作用を繰り返すことで，ネット

ワークのパスが効率性や複雑さを増長さ せる 一方

で，逆説的にl!il!直性や変化への抵抗をも高めてしま
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うといった解釈を紹介している。その結果として，

発達どともに情報処理パターンや処理傾向が形成さ

れ，行動を導くよう機能するパーソナリティに類似

した特徴を有するようになる。こうした安定的な特

徴が増すことで，状況を通じた行動の一貫性や，自

己成就的行動パターン，より成熟した発達段階での

介入の失敗が説明されるようになるとしている。

このように，児童期における社会的情報処理の発

達的変化に閲する示唆は存在するものの，理論的根

拠に基づく実証的研究は見受けられない。特に，高

度な情報処理を行っている青年期を対象ど した検討

を行った研究は皆無である。

したがって本研究では，以下の 2点を目的どす

る。第ーに，社会的情報処理!の基本モデ)レを構成す

る，ポジティブな側面としての社会的ノレーjレの知識

構造およびネガティブな側面どしての認知的歪dil

仁社会適応的な行動傾向である向社会的行動およ

び不適応的な行動傾向である反社会的行動との関連

を検討する。第二に，両者の関連の検討に加えて，

情報処理の発達的変化を中学生と高校生との比較を

行う ことで明らかにする。吉津 ・吉田 (2004)では，

大学生を対象にフ。ロセスモデノレの妥当性を確認して

いるが，行動を導く情報処理の様態には発達的差異

が存在すると予測される。ただし，社会的jレーjレの

知識構造という高度な情報処理の発達的変化を検証

するうえで，抽象的な思考が困難な児童期を対象ど

した検討は行えない。それゆえ本研究では，ま[1識構

造の構造的な変化が生じると予測される青年期，特

に発達的な差異が明確な中学生ど高校生の両発達段

階を比較する。

本研究の仮説

社会的情報処理の適応性の指標である，社会的jレー

/レの知識構造ど，不適応性の指標である認知的歪曲

について，中学生ど高校生どの聞に以下の発達的差

異が予測される。知識構造は発達どともに，その構

造的側面であるJレーノレ独立性や一貫性の構造化が促

進されるど考えられるため，中学生ど比較して高校

生の指標得点が高くなるど予測される。一方で質的

側面に関しては，上記の Crick& Dodge (1994)の示

唆にもその発達的変遷に関する予iJ!lJがないため，

l レール適切性については中学生ど高校生の得点を探

索的に比較する。認知的歪幽に関しては，Liau， Baト

riga， & Gibbs (1998)が 14歳から 18歳までの青年を

対象に，年齢と認知的歪世l得点全般との相関を報告

しているが，両者の聞には有意な相関が認められて

いなし、。したがって，本研究においても，中学生ど

高校生どの聞には認知的歪仙の得点に同様の結果が

得られると予測する。

社会的行動どの関連の発達差に関しては，加齢に

伴い情報処理パターンや処理傾向が安定すること

で，行部jどの関連が強まると推測される。Burks，

Dodge， Price， & Laird (1999)は， 子どもが仲間や教師

に対して有している社会的知識を，従来の研究で主

に扱われてきた質的側面 (quality)だけでなく構造的

側面 (structure)も含めて検討した。反社会性 (quali-

ty)に加え，概念の数 (density)や適用の適切性 (ap-

propriateness)といった 3側面を測定し，外在的(巴x-

ternalizing)・内在的(internalizing)問題行動どの関連

を検討した結果，彼らは， 14， 15歳において測定さ

れた社会的知識指標が，同時期の問題行動よりも 3

年後の問題行動そよりよく説明するこ とを明らかに

した。本知見は知識構造による行動との関連が，よ

り発達の後期において高まるこどを示唆するもので

あるが，知識構造を 14，15歳の時点でのみ測定した

にすぎないといった問題や，同時Jtf.Jの知識構造によ

る行動の説明力が明確化されていないといった問題

が存在する。 したがって本研究では，中学生ど高校

生の各発達段階において，社会的情報処理ど社会的

行動の指標を測定し，各発達段階における同時期の

行動どの関連性を比較する。知識構造における構造

的側而は，中学生よりも高校生において，基本モデ

ノレに基づ、く行動どの関連を強めると予測される。一

方で，中学生においては，知識の構造化が未熟なた

め，知識レパートリーなどの，構造的側面のより単

純な指標ど行動どの関連が強まるであろう 。

方法

調査対象および調査時期 3)

中学生の調査は， A県内の生徒を対象に，回答の

負担を考慮 し， 2004年 9月から 10月の聞に 2回に

分けて，学級もしくは部活単位で実施された。授業

時間内もしくは部活終了後に，教師が調査用紙を配

布し，無記名方式で実施された(実施時間各 30分

程度)。分析に有効なデータが得られた 115名 (男

子 54名，女子 61名， 1年生 61名，2年生 29名， 3 

年生 25名)を，分析の対象とした。高校生の調査
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は， H県内の高校 2年生を対象に， 2004年 9月に

学級単位で実施された。授業時間内に，教師が調査

用紙を配布し，無記名方式で実施された(実施時間

50分程度)。分析に有効なデータが得られた 172名

(男子 57名，女子 115名)を，分析の対象どした。

調査用紙の構成

知識構造<)認知的歪Eltl，向社会的行動，社会的

逸脱行為傾向を測定した。知識構造測定の手順にお

ける概要は，提示さ れた葛藤状況に対して，所与の

社会的jレーノレをどのように用いようとするかといっ

た評定基準に基づき知識構造の構造的側面どして，

j レーノレ独立性(構造の分化度)および、jレーノレ一貫性

(構造の統合度)を測定した。 また，構造的側聞の

もう一つの指標である jレーlレ適用数(知識のレパー

トリー)ど， 質的側面どしてのノレール適切性(一般

的な適切性)については， 葛藤状況においてm，、ょ
うとするノレーjレに近い項目を社会的lレールリストか

ら選択するよう求めるこどにより i)llJ定した。

中高校生用測定法では， 葛藤状況と社会的jレーlレ

対尺度をあらかじめ提示する方法に変更した。本研

究では，知識構造の発達レベJレが未熟な中高校生に

おいて，構造的側面をとらえるうえで犠造のより単

純な指標を測定する必要があると考えられたため，

知識のレパートリー数を反映するノレーlレ適用数を新

たに追加した。

本研究では，概念的 ・ 統合的複~~J 性研究における

知識構造の各測定指標を総括した坂元 (1988)の理

論的枠組みに基づき，構造を主に分化ど統合の 2側

面から測定している。本研究においては，“分化"

を知識構造における各構成要素(社会的jレーjレ)の

相互独立性の程度どし，“統合"を各構成要素の概

念的なヒ位レベjレにおける結合の程度どしてとらえ

る。概念的 ・統合的複雑性研究において従来から用

いられているグリッド ・テクニツク (GridTech 

nique)を援用した測定方法を用いるこどで，以下の

手続きにより 知識の構造的側面を指標化する。“分

化"の指標は，個人が有する社会的ノレーノレ聞の相互

独立性を数値化する 目的で， 葛藤状況に社会的jレー

/レを適用する|燦のノレーlレ聞の相関係数を基に算出さ

れる。“統合"の指襟は，上位レベノレでの結合の程

度，すなわち個人内での概念的優先度を数値化する

目的で，葛藤状況に社会的JレーJレを適用する際の一

貫性と して標準偏差を基に算出される。

本研究では上記三つの構造的側面に閲する指標に

加えて， 質的側面の指標どして社会的ノレーlレの一般

的適切性を/)IIJ定する。知識構造の質的側面の重要性

は，社会的情報処理アプローチによる先行研究にお

いて指摘されている (e.g.，Crick & Dodge， 1994)。仲

間集団から拒絶を受ける子どもは，特定の社会的状

況への反応を選択する際に，その反応におけるレ

ノfートリーの数が限定されていることが示されてい

るが (Pettit，Dodge， & Brown， 1988)，それらのレパー

トリーの内容が主に適応的な反応からなる場合は，

レパートリー数の限定は深刻な問題どならないこど

が示唆されている。本研究に則すると ，反応レパー

トリーの数は知識構造の構造的側面の一部である

j レーノレ適用数に該当するため，知識構造を検討する

際には構造的側面だけではなく，その質的側面とし

て-般的な社会的JレーJレの適切さとしての社会的適

切性が考慮されるべきである。以上のことから，本

研究で、は社会的jレーlレの知識構造を，構造的側面ど

してlレールの分化度，統合度および知識と してのレ

ノfートリー， さらに質的側面としてlレーjレの適切性

の4指標の数値化を行う 。

なお，知識構造測定法の信頼性ど妥当性に関して

は， 吉津 ・吉田 (2003a)において，個人が有する社

会的ノレーlレの構造的関連を記述させたベン図に基づ

く指標との関連や，知識構造指機どベン図との関連

を直接的に尋ねた而接調査の結果から確認されてい

る。 また， 吉津 ・吉田 (2005)では，本研究で用い

た被調査者の意識が比較的介在しにくい潜在的な測

定法ど，階層的概念地図法を参考どした社会的ノレー

jレどうしの関係や階層的な上位レベルにおける関係

を測定する顕在的な測定法を実施し，両者の指標間

J) 本研究で測定したデータの一部は，吉際 ・吉田(2010)で用いられているデータど重複している。ただし，同研

究は“親友や仲間集団どの反社会性の相互影響"を解明することを目的どしていることから，本研究どは研究

の目的が異なっている。また，親友や仲間集団どの反社会性の相互影響を検討する分析を行っており，社会的

情報処理の発達的差異や，社会的行動どの関連に基つ‘く情報処埋の適応性の発達を検討した本研究どは，分析

の巨l的も異なっている。

屯)知識構造iftiJ定法に関しては，吉i翠・吉日I (2003b)においてその手続きがより詳細|に解説されている。
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の関連を検討するこどで，本研究で用いた捌IJ定法の

妥当性を確認している。

社会的ルール対尺度による状況評定 jレール独立

性ど一貫性を測定するため，社会的jレーノレ対尺度 6

項目 Ce.g.，“相手にかかわろうとする0相手にかか

わろうとしない"“相手を信頼しない。相手を信頼

する")による葛藤状況 6状況 (e.g.，・友だちといっ

しょに遊ぶことが決まっていましたが，ちがう遊び

がしたくなった¥“クラスの中に気にいらない子が

いますが，おなじ班になったので仲よく仕事をしな

ければならない")の評定を求めた。葛藤状況で自

らが用いようとするルーノレという観点から，その状

況で用いるJレーJレは，対の両端のどちらに近いかと

いう基準で，“2 よくあてはまる" 1ややあては

まる"“O.どちらでもない" “Lややあてはまる"

2.よくあてはまる"の 5段階評定(対称形)で回

答そ求めた。評定値は，後述する構造的側面 2指標

の算出のため，上記の各段階に対して左から順に l

から 5へ値を変換した。

社会的JレーJレ対尺度は，後述する社会的jレーlレリ

ストの作成を目的に実施した予備調査(吉津・吉

田， 2003b， 2004) の主成分分析結果を参考に，筆者

2名が共同て、作成した。意見lこ1、目違が生じた場合は

相談により調整された。作成基準は， (a)領域にか

かわらず主成分の意味をより高次のレベJレで、包括し

たノレーノレを作成すること， (b) )レー/レ対を作成する

ため反意のlレーlレを作成しやすい内容にすること，

(c)多様な状況で適用される可能性の高いルールを

作成することの三つを採用した。さらに， )レーlレ対

は，中高校生対象の測定を可能どする平易な文章に

改定した。葛藤状況は，友人 ・知人どの葛藤状況，

社会的な場面での葛藤状況の 2領域ごとに， Ohル1ト一

buchi &K幻it匂anaka(ο19卯91リ)の分類を参考に“同:意嘗、:，"ヘ

意期待"“援助"に関する 3状況を作成し，回答へ

の動機づけを高める状況描画どどもに提示 した。

社会的ルールリストからの項目選択 jレーlレ適用

数とノレーlレ適切性を測定するため， 各状況に対処す

る際に用いようとする jレーJレに近い項目を，予備調

査 (吉津 ・吉田，2003b， 2004) で作成したjレーjレリ

ストから好きなだけ選択するよう求めた。友人 ・知

人どの葛藤状況用ど社会的な場面での葛藤状況用の

2種類のリストを呈示した(各 10項目 e.g.，“その

場をな ごませる努力をする

ニケーションを心がける")。先行研究では大学生を

対象に， I~I 庄l記述法による社会的lレー lレの収集と分

類により社会的lレーlレリストを作成し，そのリスト

に対して一般的な適切性評価を求め，項目分析した

結果から選択式の社会的jレールリストを作成してい

る。

認知的歪曲の測定 吉津 ・吉田 (2004)において

開発された認知的歪曲尺度 (24項目)から，各下

位因子に負荷の高い計 15項目を改定し用いた。“I

まったくあてはまらなし、"から“6.ひじようにあて

はまる"までの 6段階評定で回答を求めた。

向社会的行動の測定 横塚 (1989)の向社会的行

動尺度を参考に改定した短縮版 (15項目)を用い，

向社会的行動の経験頻度を測定した。 1.ゃったこ

とがない"から“5.いつもやった"までの 5段階評

定で回答を求めた。全測定内容への回答の量的負担

を軽減するため，横塚 (1989)において因子負荷量

の低い“l家族のものがぐあいの悪いとき， 看病し

た"“5家族のお祝いの日や誕生日などにプレゼン

トをした"・8 まわりの人に元気に挨拶をしたり，

話しかけたりした"ど，尺度項目の表現が適切でな

いと考えられた白・3.コーヒーやお茶を入れて家族を

いたわった" "ll インドやアフリカを助ける募金

に協力した"を削除して用いた。

社会的逸脱行為傾向の測定 吉津 ・吉田 (2004)

の社会的逸脱行為尺度 (20項目)から，各下位因

子に負荷の高い青1.14項目を改定し用いた。それら

の逸脱行為を悪質であると思う程度どしての悪質性

評価 (5件法)ど，同行為の実行者をどの程度厳 し

く処罰すべきと考えるかという程度としての処罰性

(3件法)を測定した。悪質性評価は“1.まったく

悪質でない"から “5.ひじように悪質である"まで

の5段階評定，処罰性は“L罰を与えるほどのこと

ではないと思う"から“3警察につかまえてもらう

ことが必要"までの 3段階評定で回答を求めた。

結 果

知識構造指標の算出

j レーノレ独立性は，社会的jレーlレどうしが互いに類

似していない程度と して指標化した。類似性として

全lレーjレ対聞の相関係数を算出し，その他を逆転さ

せて数値化を行った。具体的には， 全状況をサンプ

Jレどした 6)レーノレ対閉すべての組み合わせの相関係
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数を求め，各数値を 2乗した平均値を Iから減じ

て， ルーノレ独立性 (inter-independenceof rules index; 

IRI)を算出したo m個のjレール対について，状況を

サンプルどした l番目ど j番目のノレーノレ対聞の相関

係数を rリどし，(1)式により算出された。

IRI("，)=1一一 2ーエエ町2
m(mー1)凶 S向 J

)
 

-(
 

jレーlレ独立性は， 0から Iの範囲の値を取り， 1に

近いほどlレーlレ閣の相互独立性が高いこどを示す。

j レール一貫性は，社会的lレーjレを状況に一貫 して

適用している程度どして指標化 した。1}レー/レ対に

よる全状況評定値の標準偏差を算出し，その値を負

に変換させて数値化を行った。具体的には}レーlレ

対ごどに全状況評定値の標準偏差を求め，その値の

6 }レー lレ対平均値に lを掛けて，}レーノレ一貫性

(consistency of rules index: CRI)を算出した。m{聞の

j レール対について 1番目のルーjレ対により全状況

を評定した標準偏差をSD，とし， (2)式により 算出

された。

CRl("，)=一土f.SDi
m i"'l 

(2) 

l レーlレ一貫性は， 0以下の範囲の値を取り， 0に近

いほど状況に対する lレーlレの適用にばらつきがなく

一貫 しており，それらのlレーJレが認知システムに統

合されていることを示す。

J レーJレ適用数は，ノレール リストから選択された項

目数の 6状況平均値を算出した。jレーノレ適切性は，

リスト被選択項目に対し，予備調査結果から 当該項

目に付与された適切性得点を男女別に割り 当て算出

した。JレーJレ適切性得点どして，全項目得点の平均

イ直を用いた。

尺度の検討

認知的歪曲尺度，向社会的行動尺度，社会的逸脱

行為尺度に関しては，精度を高める 目的で中学生ど

高校生のサンフ。ノレを合わせて尺度分析した。なお，

各サンフ。ノレ個別に同様の因子分析を行ったが，ほほ

同様の因子構造が得られている。

認知的歪曲尺度 15項目の因子分析(最尤法，

プロマックス回転)を行い，吉津 ・吉田 (2004)ど

同様 3因子を採用した。第 1因子は“誰だってウソ

をつく場合があるので，ウソをつくことは大したこ

とではない" ソ¥にウソをついたと しても， 自全土が

正しいと思えば問題ない"などの項目に負荷が高
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く，“虚偽過小評価"どした (α=.64)。第 2因子は

“自分がした悪いことを，人のせいにしてはいけな

い¥“他の人に迷惑をかけることを，ささいなこと

と考えてはいけない"などの項目に負荷が高 く， 責

任の外在化の反意であるため，“責任の外在化"と

した (α=.62)。第 3因子は“自分に対して協力的で

ない人なら，痛い自にあってもしかたがない¥“頭

にきたときは，他人を痛い目にあわせたどしてもし

かたがない"などの項目に負荷が高 し“自己中心

性"どした (α=.66)。α係数の値の低さは問題が残

るが，先行研究の結果を踏襲し 3因子を採用した。

尺度得点は，第 l因子および第 3因子は下位項目平

均値を採用し，第 2因子は下位項目平均値を 7から

減じて反転した値を採用した。

向社会的行動尺度 15項目の因子分析(最尤法，

フ。ロマックス回転)を行い，横塚 (1989)を参考に3

因子を採用した。第 l因子は “友だちの悩みを聞い

たり，相談相手になる¥“苦 しい立場にある友だち

を親身になって助ける"などの項目に負荷が高 く，

"友人への向社会的行動(友人 ProsocialBehavior以

下友人 PBとする)"どした (α=.80)。第 2因子は

“母親の手伝いをする" “家族のためにお風目をわ

かしたり，部屋を暖める"などの項目 に負荷が高

く，“家族への向社会的行動(家族 ProsocialBehav-

lor:以下家族 PBどする)"どした (α=.69)。第 3因

子は "歳末助け合い運動に協力する¥“貧 しい国を

助ける募金に協力する"などの項目 に負荷が高 く，

0・社会への向社会的行動(社会 ProsocialBehavior:以

下社会 PBどする)"とした(日=.51)。尺度得点は，

下位項目平均値を採用した。

社会的逸脱行為尺度 14項目の悪質性評価の回

答に因子分析(最尤法，プロマックス回転)を行

い，吉津 ・吉田 (2004)ど同様 2因子を採用した。

第 l因子は“学校で禁止されている服装や髪型にす

る¥“異性の友だちと夜遅くまで遊ぶ"などの項目

に負荷が高 く， "EI己影響型逸脱行為 (Self-Directed 

Delinquent Behavior:以下 SDDBとする)" とした (α

=.88)。第 2因子は“他人のものを，こわしたり傷

つけたりする¥“他の人のものをとったり，かつて

に使ったりする"などの項目に負荷が高く，“他者

影響型逸脱行為 (Other-DirectedDelinquent Behavior 

以下 ODDBどする)"とした (α=.68)。処罰性の回

答も同憾の因子分析を実施 し， 同じ 2因子構造が碓
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Table 1 1:1"学生 ・高校生別の各指標平均値，楳準偏差および指標悶相関

6 10 11 12 

1 )レール独立性 14 05 10 07 19* -.09 01 10 07 01 -.05 

2. )レーノレー質性 ヲ29** -.03 07 16t 07 18t 。。 I7t 12 -.17t -.09 

3 ノレーJレ適用数 .07 04 02 14 24** -.25** 39** 3?** 24* 05 -.31料

4 ノレーノレ適切性 フ6** 。34** 09 -.09 16↑ 23* 17t 14 14 03 14 

5 虚偽過小評価 06 。03 -.11 28** 19* 32** 一 15 27*キ 12 .16↑ 17十

6 責任の外在化 -.08 01 -.24柿 23材 19* 28料一 50料 18十 -.38** .18す' 22本

7 自己中心性 一 20キキ 一 13十1 -.12 24*キ 44キ* フ3ネ* -.26料 -.24紳 -.26** .13 14 

8 友人 PB 11 -.03 14t 20*本 17* 22** -.04 34キ* .42料一.09 16t 

9 家族 PB 17* -.03 08 .16* -.l3t 19キ -.11 。53キキ .18t -.13 -.10 

10. U会 PB -.07 。。 -.01 .05 -.04 一。18* 02 27** 29** 一 19* -.24キ

11. SDDB傾向 17* -.22** 一.09 -.12 13す 08 04 -.05 -.02 21キ* 36** 

12. ODDB修1I古l 13↑ 03 24** -.08 07 35** 03 03 .16キ 一 10 .43** 

M 中学生男子 0.51 一 1.14 2.42 3.73 3.18 3.15 2.99 2.94 3.20 2.45 5.50 4.60 

中学生女子 0.50 一 1.10 2.85 3.83 3.07 2.84 2.72 3.39 3.34 2.91 5.66 4.19 

高校生男子 0.72 一 1.18 2.56 3.64 3.29 2.90 2.93 3.15 3.49 2.64 9.38 4.13 

高校生女子 0.77 -1.00 2.55 3.83 3.03 2.69 2.48 8.49 4.22 3.46 3.75 2.65 

5D 中学生男子 0.06 0.23 0.97 0.19 0.98 0.72 1.19 0.65 0.76 0.79 2.09 1.55 

中学生女子 0.06 0.29 1.10 0.21 0.92 0.79 1.16 0.74 0.82 0.88 2.17 1.69 

高校生男子 0.11 0.28 1.44 0.20 0.97 0.93 1.21 0.78 0.97 0.96 3.46 2.09 

高校生女子 0.06 0.26 1.21 0.20 0.74 0.69 0.82 2.70 1.63 0.61 0.74 0.83 

注 1)相関行列の対角成分左下欄は高校生，対角成分右上欄は中学生における各相関係数を示す。

注2)PB向社会的行動 SDDB 自己影響型逸脱行為 ODDB他者影響型逸脱行為

料 p<.OI，*p<.05， tp<.IO 

認さ れた。処罰性得点の 内的整合性はそれぞれ，

SDDB処 罰性はα=.77であり ，ODDB処 罰 性 は

α=.68であった。悪質性得点は 6から，処罰性得点

は4から減じて反転したうえで，各下位項目平均値

を算出した。 さらに，これらの得点を乗算し，

SDDB傾向得点ど ODDB傾向得点を算出した。

各指標の中学生・高校生聞の比較

各指標における 中学生 ・高校生問の発達的差異を

検討するため，中学生 ・高校生別および男女別に平

均値 ど標準偏差を算出し た(Table1)。なお本分析に

おいては，従来の研究から社会的行動指標には性差

が存在することが示唆されるため，補足的に性差を

考l遣した検討を行った。学校段階(中学生 ・高校生)

ど'間二別(男子 ・女子)を独立変数，各指標を従属変

数どした 2要因分散分析を行ったどころ，知識構造

指標に関しては，)レーノレ独立性に交互作用が確認さ

れた (F(I，283)=8.08， p<.OI)。単純主効果の検定を

行った結果，男子 (F(l，283) = 245.89， Pく 001)，女子

(F(l， 283) = 539.96， p<.OOI)とも に中学生 よりも高校

生の得点が高し高校生においてのみ男子よりも友

子の得点が高かった (F(I，283)=16.98， p<.OOI)o )レ-

jレ一貫性にも交互作用が確認されたため (F(l，283)=

3.93， p<.05)，単純主効果の検定を行った結果，女子

において中学生より も高校生の得点が高く (F(I，283)

=5.53， p<.05)，高校生において男子よりも女子の得

点が高かった (F(I，283)=16.74，p<.001)o)レーノレ適切

性には，性別の主効果が認められ，男子 (M=3.69，

SD=0.20)よりも女子 (M=3.83，SD=0.21)の得点が高

かった (F(I，283)=32.98，p<.001)。

認知的歪世l指標に関しては，責任の外在化に学校

段階の主効果があり (F(l，283) = 4.33， P < .05)，中学

生 (M=2.98，SD=0.77)よりも高校生 (M=2.76，SD=

0.78)の得点が低い ことが示 された。 また性別の主

効果もあり， 男子 (M=3.02，SD=0.84)よりも女子

(M=2.74，SD=0.73)の得点が低かった (F(l， 283)=

7.51， p<.OI)。 自己中心性には，性別の主効果が認

められ，男子 (M=2.96，SD=1.20)よりも女子 (M=

2.56，SD=0.96)の得点が低 かった (F(l，283) = 7.45， 

p<.OI)。

向社会的行動指標に関 して は，友人 PBに性別の

主効果があり (F(l，283)=20.16， p<.OOI)，男子 (M=

3.05， SD=0.73)よりも女子 (M=3.44，SD=0.66)の得

点が高かった。家族 PBには学校段階の主効果があ

り(F(l，283) = 12.25， p<.OOI)， 中学 生 (M=3.27，SD

=0.79)よりも高校生 (M=3.67，SD=0.83)の得点が

高いこどが示された。 また性別の主効果もあり ，男
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子 (M=3.35，5D=0.88)よりも 女 子 (M=3.61，5D=

0.79)の得点が高かった (F(I，283)=3.88， p<.05)。社

会 PBには交互作用が確認されたため (F(I，283)=

4.43， Pく 05)，単純主効果の検定を行った結果， 中

学生において男子よりも女子の得点が高かった

(F(l， 283)=8.02， p<.005)。社会的逸脱行為指楳に

閲しては， SDDB傾向に学校段階の主効果があり

(F(l， 283) = 103.87， p<.OOI)，中学生 (M=5.58，5D=

2.12)よりも高校生 (M=8.79，50=2.99)の得点が高

いことが示された。

中学生・高校生別の各指標間相関

各指標聞の関連を検討するため，中学生 ・高校生

別に1‘目関分析を実施した (Table1)。なお以下の分析

では，分析結果の過度な複雑化を避けるため， 学校

段階別の分析のみを行った。中学生の各指襟閣の関

連において，知識構造指標聞には有意な関連が認め

られなかった。知識構造指標ど認知的歪曲の各下位

尺度どの関連においては}レーノレ迎用数を中心に有

意な関連が認められた。Jレーjレ適用数は，向社会的

行動の下位尺度全般や ODDB傾向 との1'1，1]に関連が

見られた。認知的歪曲は向社会的行動どに比iI!史的強

い負の関連が認められ，ODDB傾向 どの間にも正

の関連が認められた。

高校生の各指標聞の関連に認められる傾向として

は，知識構造指標聞に複数の有意な正の関連が認め

られた。知識構造指標と認知的歪仙の各下位尺度ど

の関連においては，}レーlレ適切J性を中心に有意な負

の関連が認められた。jレーlレ独立性と jレール適切性

は向社会的行動と正の関連にあり， )レーjレ独立性 ・

一貫性 ・適用数は社会的逸脱行為の各下位尺度ど負

の関連にあった。認知的歪世|は向社会的行動ど負の

関連にあり， ODDB傾向ど の聞にも正の関連が認

められた。

中高校生聞の差異を整理すると，中学生では知識

構造指楳聞の関連は低く，知識の単純な数を表す

/レール適用数(知識レパートリー)が，認知的歪曲

や社会的行動の指擦を規定 している可能性が示唆さ

れる。一方で高校生では，知識桃造指桜:聞の関連が

高くなると同時に， 知識のより 複~~J な構造を表す

j レーノレ独立性や一貫性ど，知識構造の質的な指標で

ある jレーノレ適切性どが，認知的歪11却や社会的行動の

指標を規定する可能性が示唆される。また部分的で

はあるが，中学生で、はlレーノレ独立性が責任の外在化

と正の関連を示す一方，高校生ではJレーlレ独立性が

自己中心性ど負の関連を示 しており，同じ指標でも

その適応的意味が発達的に異なることが示されてい

る。

中学生・高校生聞のモデル比較

社会的情報処理指標と社会的行動との関連を， 吉

j翠・吉田 (2004)の基本モデlレに基づき検証するた

め，構造方程式モデリングを用いた分析を実施し

た。潜在変数を用いる分析により ，知識構造や認知

的歪 I~ I の概念的統合性についても検討が可能にな

る。

分析モデノレにおいては，社会的lレーlレの知識構造

4指標には知識梢造の潜在変数，認知l的輩出の 3下

位尺度には認知的歪曲の潜在変数，向社会的行動の

3下位尺度には向社会的行動の潜在変数， SDDB傾

向ど ODDB傾向の 2概念には反社会的行動の潜在

変数を仮定した。知識構造指標から認知的歪曲.認

知的歪出|から社会的行動の 2潜在変数に影響を及ぼ

すモテソレに基つ、き各変数閣のパスに制約を加|え，構

造方程式モデlレを用いた分析を実施した。

中学生においては，知識構造と反社会的行動の潜

在変数が構成されなかった。そのため，知識糾造の

各顕在変数から認知的歪l坊の潜在変数，認知的歪曲

から向社会的行動の潜在変数ど反社会的行動の各顕

在変数へのパスを設定したモデJレを再分析した。修

正指標 (modi自cationindex)どワノレド (Wald)検定によ

りパスの修正を行い，最終的に Figure1のモテ、ノレを

採用した (X'(26)=30.62， p>.24; GFI=.95; AGFI=.90; 

CFI=.97; RlvISEA=.04; N=  115)。

高校生のモテ‘jレ分析て、は，}レーノレ適用数を1¥余く 3

指標により，知識構造の潜在変数が構成された。さ

らに，知識梢造から認知的歪曲， 認知的歪幽から社

会的行動の 2潜在変数へのパスは有意であったた

め， 最終的に Figure2のモデルを採用した (X'(41)=

104.70， p<.OO; GF1=.91; AGFI=.85; CFI=.77; RMSEA 

=.10;N=172)。

中高校生聞のモデノレの差異としては，知識構造に

関して，中学生では潜在変数が構成されず，高校生

で、は複~~tな構造を表す 2 指標を含めた潜在変数が構

成されていた。さらに，認知的歪曲どの関連におけ

る差異として，中学生ではより単純な構造指標であ

るルール適用数が認知的歪曲ど抑制的な関連を示す

一方で、'高校生では複雑な指標も含めた知識桃造の



( 130 ) 応用心理学研究 Vol. 38， NO.2 

Figure 1 中学生の社会的行動規定モデ、Jレ

注 1)PB:向社会的行動;ODDB:他者影響型逸脱行為

注2)ノfス係数は標準化係数でありすべて有意

Figure 2 高校生の社会的行動規定モテソレ

注 1)PB:向社会的行動;SDDB:自己影響型逸脱行為 ;ODDB:他者影響型逸脱行為

注2)パス係数は標準化係数で、ありすべて有意

潜在変数が認知的歪曲と抑制的な関連にあった。認

知的歪曲ど社会的行動どの関連に関して，向社会的

行動に対しては中学生において高い値を示 してい

た。一方で、反社会的行動に対しては，仁1:1学生では

ODDB傾向どの関連が見いだされたものの， SDDB 

(頃向どの関連はなかった。

考察

社会的情報処理と社会的行動の発達的変化

社会的情報処理指標の量的比較では，予測lどおり

知識構造の複雑な構造を表すjレーlレ独立性ど jレーlレ

一貫性において，中学生よりも高校生の得点が高い

ことが確認された。一方で¥知識のレパー トリーを

反映したJレーJレ適用数には差が認められなかった。

主に児童期を中心に検討した従来の研究では，より
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単純な構造指標である知識のレパートリーは，発達

に伴い獲得されていくことが示唆されている (Crick

& Dodge， 1994)。一方，青年tJf:1の情報処理において

は，単純な知識レパートリーはすでに飽和状態であ

ることが推察さ れるため，本研究結架ど先行研究と

に相違が認められたと考えられる。こうした知見

は，より複雑な知識の構造そ対象とすることの意義

を強調するものと言えよう 。

認知的歪曲は，予想に反して自己中心性ど責任の

外在化で発達に伴う得点の減少が認められた。Liau

et al. (1998)だけでなく ，認知的歪曲ど非常に類似し

た概念である道徳的遊離 (moraldise噌 agement)を

扱った Bandura，Barbaranelli， Caprara， & Pastorelli (1996) 

においても，発達的な差異は認められていない。本

研究で上記 2指標に発達的差異が認められた理由に

は，こうした認知傾向を許容しない社会 ・文化的背

景が影響している可能性が推察される。欧米ど比較

して日本文化では，相互協調的な自己聞が重視され

る(北山，1998; N抽出，2003)。上記 2指標は利己

性に象徴される認知傾向であり ，日本では発達に伴

いこうした認知傾向が抑fIjlJさ れる可能性が高いこと

から，本研究では発達的な差異が認められたと解釈

さ~'Lる 。

向社会的行動の比較では， 友人 PBと家族 PBの

得点が高校生で増加していた。本結果は，一貫した

中高校生聞の差が認められないことを報告した機爆

(1989)どは異なっ ている。こうした先行研究どの組

舶は，異なる下位尺度の因子構造が得られたことに

起因すると考えられる。横塚 (1989)では多くの下

位因子が認められたことで，下位因子ごとの項目数

の少なさから信頼性が低くなり ，有意な中高校生聞

の得点差が得られなかった可能伯ニがある。横塚

(1989)では，中高校生間の得点比較や下位因子ごと

の信頼性係数が報告されておらず，解釈は限定的で

あるため， 今後は多サンフ。ノレで、の検討が必要であ

る。

反社会的行動の比較で、は， SDDB傾向においての

み高校生で得点の増加が認められた。他者に直接的

な筈を及ぼさない SDDB傾向は一般的な意味での不

良行為に該当する一方で， 他者に直接的な害を及ほ

すODDB傾向は一般的な犯罪行為に該当する。同

様の分類を行い，不良行為ど犯罪行為の経験率を中

高校生聞で比較した高橋 ・鈴木 ・宍戸 ・小林 ・星野

(1990)は，前者に中学生と比較した高校生の経験率

の多さを見いだした一方，後者にはほぼ同程度の経

験率を認めている。認知的評価ど経験という iWI定基

準の違いはあるものの，本研究では先行研究ど整合

的ながi*が得られたと考えられる。

なお，布1I足的に実施した性差を考慮した検討によ

り，社会的情報処理指標において男子よりも女子の

ほうが適応的な傾向を示すこどが確認された。特に

知識構造の複雑な構造を表すjレーノレ独立性や一質性

に関しては，高校生女子が最も高い得点を示してい

た。後ほど議論する社会的行動の予測性の問点から

考察すると，高校生女子の適応的な社会的行部jの背

後には知識構造の高度化が存在する可能性が示唆さ

れる。また，社会的行動指標に関しても， 一貸 して

男子よりも女子において適応的な傾向が確認され

た。一般的に女性よりも男性の反社会的行動の割合

が高いことは従来の多くの研究で、確認されているこ

とから (e.g.，Eagly & Ste俊民 1986)，本研究で認めら

れた性差も先行研究の知見に整合するものである。

社会的行動との関連における発達的変化

知識桝造指J傑ど行動指楳どの関連に関しては，仁|コ

高校生どもにー貸して，構造方程式モデ リングの結

果において，認知的歪曲による媒介過程が椛認され

た。中学生では複雑な構造指標(;レーJレ独立性 -

jレーlレ一貫性)は知識構造の潜在変数を構成せず，

より単純な知識のレパートリー (;レーjレ適用数)が

認知的歪IJ却を規定していることが示された。これに

対し，高校生では，複雑な構造指標を中心どして知

識構造の潜在変数が構成され， こうした知識桃造が

認知的歪l性lを規定していた。

また，相関分析で得られた結果では， 1=1:1高校生聞

でソレーjレ独立性ど認知的歪曲どの関連に適応的な差

異が認められた。中学生では独立性は責任の外在化

と促進的な関連を有する一方，高校生では独立性が

自己中心性ど抑*IJ的な関連にあった。坂元(1988)

は認知的複雑性研究を概観し，分化性の指標ど社会

的適応どの聞の関係に 3段階を仮定している。同仮

定では，認知システムが未分化な状態から，分化さ

れた状態，さらに統合的に分化された状態へと変化

することが示唆されており，第 2段階である統合的

ではない分化の状態はさまざまな不適応を生じさせ

るとしている。坂元 (1988)の議論を本結果に当て

はめると，中学生における知識構造が分化した状態
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(Jレーlレ独立性の高さ)は，未統合で分化された状

態どして不適応的な意味をもち，高校生における知

識構造が分化した状態は，統合的に分化された状態

どして適応的な意味をもつことから，認知的歪曲の

指標どの聞に上記の関連に示される差異が生じたも

のと解釈される。

先行研究においては，社会的情報処理から社会的

行動への影響力が発達に伴い高まることが示唆され

ている (Dodge& Feldman， 1990)。しかし， 主に扱わ

れてきた構造的側面の指標は，単純な知識レパート

リーにとどまり，知識が体制化され構造化されてい

る程度を指標化したものが見受けられない。本研究

では，高校生の認知発達段階において，より複雑な

知識構造が不適応的な認知傾向である認知的歪曲と

抑制的な関連にあることが示され，大学生を対象ど

した吉津・ 吉田 (2004)ど整合的な結果が得られた。

本結果は，情報処理の構造的安定性が社会的行動を

規定するという先行研究の示唆を支持するととも

に，青年期の発達において知識の構造化が適応上重

要な役割を果たすことを明らかにしたといえる。

構造方程式モデリングの結果では，認知的歪曲ど

向社会的行動との関連が高校生ど比較し中学生にお

いて非常に高いことが示された。本結果は，情報処

理から社会的行動への影響が発達に伴い高まるとす

るDodge& Feldman (1990)の示唆ど整合的ではな

い。しかし，認知的歪曲の類似概念である道徳的遊

離を測定し，向社会的行動どの関連を検討した

Bandura et al. (1996)においても，向社会的行動の予

測力の発達に伴う低下が確認されている。前述の

Dodge & Feldman (1990)による示唆は不適応的な行

動に関する研究に基づくこどから，行動どの関連の

発達的変化は適応的行動ど不適応的行動で異なって

いる可能性が示唆される。

まとめと今後の展望

社会的情報処理の発達的変化や社会的行動どの関

連を検討した結果，社会的ルーlレの知識構造が発達

に伴い構造化されるど同時に社会適応性を促進し，

認知的歪曲が発達に伴い低下すると同時に適応性を

抑制する方向で機能していた。また，知識構造の構

造的側面が， 青年期の社会適応性を説明するうえで

有用であることが確認された。社会的情報処埋アプ

ローチに基づく認知的側面への介入に対する示唆と

しては，知識構造を向上させ，認知的歪曲を低める

ことを目的ど した心理教育プログラムの開発が求め

られるいg・3吉津 ・吉田， 2007)。

本研究の限界として，第 lにサンプリングの問題

が挙げられる。中学生から高校生への社会的情報処

理の変化を探索的に検討したが，厳密な発達的変化

を検証するためには年齢ごとにデータを得るこどが

必要である。また高校生を対象とした調査では，男

子ど女子のサンフ。lレ比が大きく 異なっていた。本調

査では測定内容量が膨大であったため協力を得られ

た学校でしか実施ができず，サンプリングに一定の

限界が存在したが，今後は中学生から高校生の全学

年を網羅する大規模調査を計画すべきである。

第2に，上記のサンプリングの限界により派生す

る問題どして，本研究の知見には一般化可能性に一

定の制限が存在する可能性がある。今後の研究につ

ながる仮説を呈示したどいう点で有益な知見を提供

したものの，上記に示した大規模調査に加え，因果

関係宏明確にするパネjレ調査などを用いた縦断研究

を実施することで，本研究で得られた知見の頑健性

を確認していくことが求められる。

さらに今後の研究では，社会的情報処理の変化の

規定因が，生物学的発達にあるのか社会的経験や学

習にあるのかを明確化すべきである。J.Piagetや L

Kohlbergらの構造的認知発達論者は，認知の構造的

な変化において，加齢などの生物学的な発達の影響

を強調しつつも，仲間どの相互作用などの社会的な

影響が重要な役割を果たすことを指摘している

(Santrock， 2001)。認知的側面への介入の有効性を検

証するためにも，情報処理の変化を規定する要因を

今後詳細に検討すべきである。

社会的情報処理の先行研究では，不適応的な子ど

もにおける情報処理能力の発達的遅延が見いだされ

ている (Garber，1984; Sroufe & Rutter， 1984)。子 ども

の社会適応性を向上させるために，情報処理の発達

的変化を明らかにする研究知見を積み重ねることが

今後の研究に求められている。
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